
博士課程前期２年の課程（必修科目及び自由聴講科目）

博士課程後期３年の課程

医療薬学専攻博士課程（薬学履修課程）

シラバス



 
科目ナンバリングについて 

 
 

科目ナンバリングは、科目間の連携や科目内容の難易度を表すためにつけられている番号である。 
科目ごとの番号については、次ページ以降を参照すること。 

 
           （例）Y   MP  - PHA   5   71   J 

①   ②       ③    ④  ⑤   ⑥ 
 
 ＜コードの意味＞   
① 授業開設部局 ・・・ 薬学研究科専門科目はすべてYとなる。 
② 学科・専攻  ・・・ 分子薬科学専攻科目はMP、生命薬科学専攻科目はLP、医療薬学専攻科 

  目はPHとなる。 
③ 学問分野   ・・・ 薬学研究科専門科目はすべてPHAとなる。 
④ レベル・性格 ・・・ 前期２年の課程の基礎的な内容の科目：5、発展的な内容の科目および研 

  究指導科目：6、後期３年の課程および薬学履修課程の専門的な科目：7 
⑤ 分類番号   ・・・ 学問分野ごとに通し番号を付番している。 
⑥ 使用言語  ・・・ 薬学研究科専門科目はすべて J（日本語で開講）となる。 
 
⑤分類番号については、十の位の番号で下記のとおり学問分野を区別する。 

 前期２年の課程・後期３年の課程 薬学履修課程 
１ 分子解析学 共通 
２ 有機化学 臨床薬学 
３ 医薬品化学 腫瘍薬学 
４ 生物化学 生活習慣病治療薬学 
５ 薬効学 病態分子薬学 
６ 医療薬学 ― 
７ 分子薬科学 医薬品評価学 
８ 生命薬科学 医療薬学 
９ その他 その他 
０ 課題研究 課題研究 
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科目ナンバリングコード一覧

前期２年の課程

専攻 授業科目 ① ② ③ ④ ⑤ 専攻 授業科目 ① ② ③ ④ ⑤

分子薬科学特論Ⅰ Y MP PHA 5 71 生命薬科学特論Ⅰ Y LP PHA 5 81

分子薬科学特論Ⅱ Y MP PHA 6 71 生命薬科学特論Ⅱ Y LP PHA 6 81

有機化学特論 Y MP PHA 5 21 有機化学特論 Y LP PHA 5 21

医療薬学特論 Y MP PHA 5 61 医療薬学特論 Y LP PHA 5 61

応用医療薬学特論 Y MP PHA 5 62 応用医療薬学特論 Y LP PHA 5 62

応用生化学特論Ⅰ Y MP PHA 5 41 応用生化学特論Ⅰ Y LP PHA 5 41

応用生化学特論Ⅱ Y MP PHA 5 45 応用生化学特論Ⅱ Y LP PHA 5 45

分子解析学特論 Y MP PHA 5 11 分子解析学特論 Y LP PHA 5 11

薬効学特論 Y MP PHA 5 51 薬効学特論 Y LP PHA 5 51

生物化学特論 Y MP PHA 5 42 生物化学特論 Y LP PHA 5 42

医薬品化学特論 Y MP PHA 5 31 医薬品化学特論 Y LP PHA 5 31

免疫科学特論 Y MP PHA 5 43 免疫科学特論 Y LP PHA 5 43

有機化学特論Ａ Y MP PHA 5 22 食と農免疫特論 Y LP PHA 5 44

有機化学特論Ｂ Y MP PHA 5 23 医用オミクス特論 Y LP PHA 5 91

食と農免疫特論 Y MP PHA 5 44 有機化学特別講義 Y LP PHA 5 25

医用オミクス特論 Y MP PHA 5 91 医療薬学特別講義 Y LP PHA 5 63

有機化学特別講義 Y MP PHA 5 25 生命薬科学セミナーⅠ Y LP PHA 5 82

医療薬学特別講義 Y MP PHA 5 63 生命薬科学セミナーⅡ Y LP PHA 6 82

分子薬科学セミナーⅠ Y MP PHA 5 72 課題研究 Y LP PHA 6 00

分子薬科学セミナーⅡ Y MP PHA 6 72 海外研修 Y LP PHA 6 90

課題研究 Y MP PHA 6 00

海外研修 Y MP PHA 6 90

専攻 授業科目 ① ② ③ ④ ⑤ 専攻 授業科目 ① ② ③ ④ ⑤

医薬製造化学特別演習Ⅰ Y MP PHA 7 31 薬理学特別演習Ⅰ Y LP PHA 7 51

医薬製造化学特別演習Ⅱ Y MP PHA 7 32 薬理学特別演習Ⅱ Y LP PHA 7 52

分子設計化学特別演習Ⅰ Y MP PHA 7 21 臨床分析化学特別演習Ⅰ Y LP PHA 7 21

分子設計化学特別演習Ⅱ Y MP PHA 7 22 臨床分析化学特別演習Ⅱ Y LP PHA 7 22

合成制御化学特別演習Ⅰ Y MP PHA 7 23 分子細胞生化学特別演習Ⅰ Y LP PHA 7 41

合成制御化学特別演習Ⅱ Y MP PHA 7 24 分子細胞生化学特別演習Ⅱ Y LP PHA 7 42

反応制御化学特別演習Ⅰ Y MP PHA 7 25 薬物送達学特別演習Ⅰ Y LP PHA 7 53

反応制御化学特別演習Ⅱ Y MP PHA 7 26 薬物送達学特別演習Ⅱ Y LP PHA 7 54

分子変換化学特別演習Ⅰ Y MP PHA 7 33 衛生化学特別演習Ⅰ Y LP PHA 7 55

分子変換化学特別演習Ⅱ Y MP PHA 7 34 衛生化学特別演習Ⅱ Y LP PHA 7 56

医薬資源化学特別演習Ⅰ Y MP PHA 7 35 代謝制御薬学特別演習Ⅰ Y LP PHA 7 43

医薬資源化学特別演習Ⅱ Y MP PHA 7 36 代謝制御薬学特別演習Ⅱ Y LP PHA 7 44

界面物性化学特別演習Ⅰ Y MP PHA 7 21 遺伝子制御薬学特別演習Ⅰ Y LP PHA 7 45

界面物性化学特別演習Ⅱ Y MP PHA 7 22 遺伝子制御薬学特別演習Ⅱ Y LP PHA 7 46

生物構造化学特別演習Ⅰ Y MP PHA 7 23 生命機能解析学特別演習Ⅰ Y LP PHA 7 47

生物構造化学特別演習Ⅱ Y MP PHA 7 24 生命機能解析学特別演習Ⅱ Y LP PHA 7 48

分子動態解析学特別演習Ⅰ Y MP PHA 7 25 生命薬科学特別演習Ⅰ Y LP PHA 7 81

分子動態解析学特別演習Ⅱ Y MP PHA 7 26 生命薬科学特別演習Ⅱ Y LP PHA 7 82

分子イメージング薬学特別演習Ⅰ Y MP PHA 7 27 生命薬科学特別研究 Y LP PHA 7 00

分子イメージング薬学特別演習Ⅱ Y MP PHA 7 28 海外特別研修 Y LP PHA 7 90

分子薬科学特別演習Ⅰ Y MP PHA 7 71

分子薬科学特別演習Ⅱ Y MP PHA 7 72

分子薬科学特別研究 Y MP PHA 7 00

海外特別研修 Y MP PHA 7 90
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後期３年の課程
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＜医療薬学コース＞

専攻 授業科目 ① ② ③ ④ ⑤

医療薬学特別講義Ⅰ Y PH PHA 7 11

医療薬学特別講義Ⅱ Y PH PHA 7 12

医用オミクス特論 Y PH PHA 7 91

臨床薬学特別演習Ⅰ Y PH PHA 7 21

臨床薬学特別演習Ⅱ Y PH PHA 7 22

がん化学療法薬学特別演習Ⅰ Y PH PHA 7 31

がん化学療法薬学特別演習Ⅱ Y PH PHA 7 32

生活習慣病治療薬学特別演習Ⅰ Y PH PHA 7 41

生活習慣病治療薬学特別演習Ⅱ Y PH PHA 7 42

病態分子薬学特別演習Ⅰ Y PH PHA 7 51

病態分子薬学特別演習Ⅱ Y PH PHA 7 52

医薬品評価学特別演習Ⅰ Y PH PHA 7 71

医薬品評価学特別演習Ⅱ Y PH PHA 7 72

社会薬学マネジメント特別演習Ⅰ Y PH PHA 7 92

社会薬学マネジメント特別演習Ⅱ Y PH PHA 7 93

医療薬学特別演習Ⅰ Y PH PHA 7 81

医療薬学特別演習Ⅱ Y PH PHA 7 82

医療薬学特別研究 Y PH PHA 7 00

海外特別研修 Y PH PHA 7 90

＜腫瘍専門薬剤師養成コース＞ ＜スーパージェネラリスト・ファーマシスト養成コース＞

専攻 授業科目 ① ② ③ ④ ⑤ 専攻 授業科目 ① ② ③ ④ ⑤

医療薬学特別講義Ⅰ Y PH PHA 7 11 医療薬学特別講義Ⅰ Y PH PHA 7 11

医療薬学特別講義Ⅱ Y PH PHA 7 12 医療薬学特別講義Ⅱ Y PH PHA 7 12

臨床腫瘍学特別講義Ⅰ Y PH PHA 7 33
スーパージェネラリスト・ファーマシスト
養成セミナー

Y PH PHA 7 13

臨床腫瘍学特別講義Ⅱ Y PH PHA 7 34 臨床腫瘍学特別講義Ⅰ Y PH PHA 7 33

臨床腫瘍学特別講義Ⅲ Y PH PHA 7 35 臨床腫瘍学特別講義Ⅱ Y PH PHA 7 34

医用オミクス特論 Y PH PHA 7 91 臨床腫瘍学特別講義Ⅲ Y PH PHA 7 35

がん薬物療法学演習 Y PH PHA 7 36 医用オミクス特論 Y PH PHA 7 91

臨床薬学特別演習Ⅰ Y PH PHA 7 21 ゲノム解析学演習 Y PH PHA 7 43

臨床薬学特別演習Ⅱ Y PH PHA 7 22 メタボローム解析演習 Y PH PHA 7 36

がん化学療法薬学特別演習Ⅰ Y PH PHA 7 31 病態解析学演習 Y PH PHA 7 23

がん化学療法薬学特別演習Ⅱ Y PH PHA 7 32 臨床薬学特別演習Ⅰ Y PH PHA 7 21

生活習慣病治療薬学特別演習Ⅰ Y PH PHA 7 41 臨床薬学特別演習Ⅱ Y PH PHA 7 22

生活習慣病治療薬学特別演習Ⅱ Y PH PHA 7 42 がん化学療法薬学特別演習Ⅰ Y PH PHA 7 31

病態分子薬学特別演習Ⅰ Y PH PHA 7 51 がん化学療法薬学特別演習Ⅱ Y PH PHA 7 32

病態分子薬学特別演習Ⅱ Y PH PHA 7 52 生活習慣病治療薬学特別演習Ⅰ Y PH PHA 7 41

医薬品評価学特別演習Ⅰ Y PH PHA 7 71 生活習慣病治療薬学特別演習Ⅱ Y PH PHA 7 42

医薬品評価学特別演習Ⅱ Y PH PHA 7 72 病態分子薬学特別演習Ⅰ Y PH PHA 7 51

社会薬学マネジメント特別演習Ⅰ Y PH PHA 7 92 病態分子薬学特別演習Ⅱ Y PH PHA 7 52

社会薬学マネジメント特別演習Ⅱ Y PH PHA 7 93 医薬品評価学特別演習Ⅰ Y PH PHA 7 71

医療薬学特別演習Ⅰ Y PH PHA 7 81 医薬品評価学特別演習Ⅱ Y PH PHA 7 72

医療薬学特別演習Ⅱ Y PH PHA 7 82 社会薬学マネジメント特別演習Ⅰ Y PH PHA 7 92

がん専門薬剤師実習 Y PH PHA 7 37 社会薬学マネジメント特別演習Ⅱ Y PH PHA 7 93

医療薬学課題研究ＤＣ Y PH PHA 7 00 医療薬学特別演習Ⅰ Y PH PHA 7 81

海外特別研修 Y PH PHA 7 90 医療薬学特別演習Ⅱ Y PH PHA 7 82

ゲノム解析実習Ⅰ Y PH PHA 7 44

ゲノム解析実習Ⅱ Y PH PHA 7 45

メタボローム解析実習Ⅰ Y PH PHA 7 37

メタボローム解析実習Ⅱ Y PH PHA 7 38

ローテーション実習Ⅰ Y PH PHA 7 24

ローテーション実習Ⅱ Y PH PHA 7 25

医療薬学課題研究ＤＣ Y PH PHA 7 00

海外特別研修 Y PH PHA 7 90

薬学履修課程
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授業科目名 分子薬科学特論Ⅰ 科目区分 必修 

科目ナンバリング コード一覧参照 配当学年 ＭＣ１年 

担当教員 所属分野指導教員 単位数 4 単位 

授業概要 分子薬科学全般について基礎から最新の進展まで幅広く学ぶ。 

到達目標 
分子薬化学全般に関する様々な事象について、分子的基盤や原理をもとに説明できるよう

になる。 

授業方法 講義・演習・実習・体験学習・SGD・PBL・ロールプレイ・e-learning・その他（    ） 

成績評価法 配属された分野の教員が行う。 

教科書・参考書 別途、指導教員から指示する。 

授業時間外学習 別途、指導教員から指示する。 

使用言語 別途、指導教員から指示する。 

その他  
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授業科目名 分子薬科学特論Ⅱ 科目区分 必修 

科目ナンバリング コード一覧参照 配当学年 ＭＣ２年 

担当教員 所属分野指導教員 単位数 4 単位 

授業概要 分子薬科学全般について基礎から最新の進展まで幅広く学ぶ。 

到達目標 
分子薬化学全般に関する様々な事象について、分子的基盤や原理をもとに説明できるよう

になる。 

授業方法 講義・演習・実習・体験学習・SGD・PBL・ロールプレイ・e-learning・その他（    ） 

成績評価法 配属された分野の教員が行う。 

教科書・参考書 別途、指導教員から指示する。 

授業時間外学習 別途、指導教員から指示する。 

使用言語 別途、指導教員から指示する。 

その他  
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授業科目名 分子イメージング特論 科目区分 自由聴講 

科目ナンバリング コード一覧参照 配当学年 MC１・2 年 

担当教員 薬学研究科教員 単位数 4 単位 

授業概要 
分子イメージングに関する最新の研究の進展について学び、 今後の方向性や創薬への応

用研究の方向性を理解することを目的とする。 

到達目標 分子イメージングに関して分子基盤から理解し説明できるようになる。 

授業方法 講義・演習・実習・体験学習・SGD・PBL・ロールプレイ・e-learning・その他（    ） 

成績評価法 配属された分野の教員が行う。 

教科書・参考書 別途、指導教員から指示する。 

授業時間外学習 別途、指導教員から指示する。 

使用言語 別途、指導教員から指示する。 

その他  
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授業科目名 分子薬科学セミナーⅠ 科目区分 必修 

科目ナンバリング コード一覧参照 配当学年 ＭＣ１年 

担当教員 所属分野指導教員 単位数 3 単位 

授業概要 分子薬科学の領域で実施される研究ならびに関連の論文を調査・解析し、評価する。 

到達目標 当該領域の研究者として必要な基本的な知識と課題解決能力を身につける。 

授業方法 講義・演習・実習・体験学習・SGD・PBL・ロールプレイ・e-learning・その他（    ） 

成績評価法 配属された分野の教員が行う。 

教科書・参考書 別途、指導教員から指示する。 

授業時間外学習 別途、指導教員から指示する。 

使用言語 別途、指導教員から指示する。 

その他  
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授業科目名 分子薬科学セミナーⅡ 科目区分 必修 

科目ナンバリング コード一覧参照 配当学年 ＭＣ２年 

担当教員 所属分野指導教員 単位数 3 単位 

授業概要 分子薬科学の領域で実施される研究ならびに関連の論文を調査・解析し、評価する。 

到達目標 当該領域の研究者として必要な基本的な知識と課題解決能力を身につける。 

授業方法 講義・演習・実習・体験学習・SGD・PBL・ロールプレイ・e-learning・その他（    ） 

成績評価法 配属された分野の教員が行う。 

教科書・参考書 別途、指導教員から指示する。 

授業時間外学習 別途、指導教員から指示する。 

使用言語 別途、指導教員から指示する。 

その他  
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授業科目名 課題研究 科目区分 必修 

科目ナンバリング コード一覧参照 配当学年 ＭＣ２年 

担当教員 所属分野指導教員 単位数 10 単位 

授業概要 薬科学に関する高度な知識をもとに、主体的に課題を発見し、研究を行う。 

到達目標 当該領域を先導する研究を実施し、その成果を発表する。 

授業方法 講義・演習・実習・体験学習・SGD・PBL・ロールプレイ・e-learning・その他（    ） 

成績評価法 配属された分野の教員が行う。 

教科書・参考書 別途、指導教員から指示する。 

授業時間外学習 別途、指導教員から指示する。 

使用言語 別途、指導教員から指示する。 

その他  
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授業科目名 海外研修 科目区分 自由聴講 

科目ナンバリング コード一覧参照 配当学年 MC１・2 年 

担当教員 所属分野指導教員 単位数 2 単位 

授業概要 
１週間～３ヶ月程度、海外の大学、研修機関、公共機関等で薬科学に関する実地研修を行

う。 

到達目標 
本研修を通じて、国際的な環境の下で研究を行い、国際共同研究の進め方、研究内容を社

会で実践する方法を習得すると共に体験、理解する。 

授業方法 講義・演習・実習・体験学習・SGD・PBL・ロールプレイ・e-learning・その他（    ） 

成績評価法 配属された分野の教員が行う。 

教科書・参考書 別途、指導教員から指示する。 

授業時間外学習 別途、指導教員から指示する。 

使用言語 別途、指導教員から指示する。 

その他  

10



 

授業科目名 生命薬科学特論Ⅰ 科目区分 必修 

科目ナンバリング コード一覧参照 配当学年 ＭＣ１年 

担当教員 所属分野指導教員 単位数 4 単位 

授業概要 生命薬科学全般に関する基礎から最新の進展まで幅広く学ぶ。 

到達目標 
生命薬化学全般に関する様々な事象について、分子的基盤や原理をもとに説明できるよう

になる。 

授業方法 講義・演習・実習・体験学習・SGD・PBL・ロールプレイ・e-learning・その他（    ） 

成績評価法 配属された分野の教員が行う。 

教科書・参考書 別途、指導教員から指示する。 

授業時間外学習 別途、指導教員から指示する。 

使用言語 別途、指導教員から指示する。 

その他  
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授業科目名 生命薬科学特論Ⅱ 科目区分 必修 

科目ナンバリング コード一覧参照 配当学年 ＭＣ２年 

担当教員 所属分野指導教員 単位数 4 単位 

授業概要 生命薬科学全般に関する基礎から最新の進展まで幅広く学ぶ。 

到達目標 
生命薬化学全般に関する様々な事象について、分子的基盤や原理をもとに説明できるよう

になる。 

授業方法 講義・演習・実習・体験学習・SGD・PBL・ロールプレイ・e-learning・その他（    ） 

成績評価法 配属された分野の教員が行う。 

教科書・参考書 別途、指導教員から指示する。 

授業時間外学習 別途、指導教員から指示する。 

使用言語 別途、指導教員から指示する。 

その他  

12



 

授業科目名 生命薬科学セミナーⅠ 科目区分 必修 

科目ナンバリング コード一覧参照 配当学年 ＭＣ１年 

担当教員 所属分野指導教員 単位数 3 単位 

授業概要 生命薬科学の領域で実施される研究ならびに関連の論文を調査・解析し、評価する。 

到達目標 当該領域の研究者として必要な基本的な知識と課題解決能力を身につける。 

授業方法 講義・演習・実習・体験学習・SGD・PBL・ロールプレイ・e-learning・その他（    ） 

成績評価法 配属された分野の教員が行う。 

教科書・参考書 別途、指導教員から指示する。 

授業時間外学習 別途、指導教員から指示する。 

使用言語 別途、指導教員から指示する。 

その他  

13



 

授業科目名 生命薬科学セミナーⅡ 科目区分 必修 

科目ナンバリング コード一覧参照 配当学年 ＭＣ２年 

担当教員 所属分野指導教員 単位数 3 単位 

授業概要 生命薬科学の領域で実施される研究ならびに関連の論文を調査・解析し、評価する。 

到達目標 当該領域の研究者として必要な基本的な知識と課題解決能力を身につける。 

授業方法 講義・演習・実習・体験学習・SGD・PBL・ロールプレイ・e-learning・その他（    ） 

成績評価法 配属された分野の教員が行う。 

教科書・参考書 別途、指導教員から指示する。 

授業時間外学習 別途、指導教員から指示する。 

使用言語 別途、指導教員から指示する。 

その他  

 

14



 

授業科目名 医薬製造化学特別演習Ⅰ 科目区分 選択必修 

科目ナンバリング コード一覧参照 配当学年 DC１年 

担当教員 所属分野指導教員 単位数 4 単位 

授業概要 医薬製造化学の領域で実施される研究ならびに関連の論文を調査・解析し、評価する。 

到達目標 
当該領域を先導する研究者としての高度な知識とともに、課題発見能力と解決能力を身に

つける。 

授業方法 講義・演習・実習・体験学習・SGD・PBL・ロールプレイ・e-learning・その他（    ） 

成績評価法 配属された分野の教員が行う。 

教科書・参考書 別途、指導教員から指示する。 

授業時間外学習 別途、指導教員から指示する。 

使用言語 別途、指導教員から指示する。 

その他  

15



 

授業科目名 医薬製造化学特別演習Ⅱ 科目区分 選択必修 

科目ナンバリング コード一覧参照 配当学年 DC２年 

担当教員 所属分野指導教員 単位数 4 単位 

授業概要 医薬製造化学の領域で実施される研究ならびに関連の論文を調査・解析し、評価する。 

到達目標 
当該領域を先導する研究者としての高度な知識とともに、課題発見能力と解決能力を身に

つける。 

授業方法 講義・演習・実習・体験学習・SGD・PBL・ロールプレイ・e-learning・その他（    ） 

成績評価法 配属された分野の教員が行う。 

教科書・参考書 別途、指導教員から指示する。 

授業時間外学習 別途、指導教員から指示する。 

使用言語 別途、指導教員から指示する。 

その他  
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授業科目名 分子設計化学特別演習Ⅰ 科目区分 選択必修 

科目ナンバリング コード一覧参照 配当学年 DC１年 

担当教員 所属分野指導教員 単位数 4 単位 

授業概要 分子設計化学の領域で実施される研究ならびに関連の論文を調査・解析し、評価する。 

到達目標 
当該領域を先導する研究者としての高度な知識とともに、課題発見能力と解決能力を身に

つける。 

授業方法 講義・演習・実習・体験学習・SGD・PBL・ロールプレイ・e-learning・その他（    ） 

成績評価法 配属された分野の教員が行う。 

教科書・参考書 別途、指導教員から指示する。 

授業時間外学習 別途、指導教員から指示する。 

使用言語 別途、指導教員から指示する。 

その他  
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授業科目名 分子設計化学特別演習Ⅱ 科目区分 選択必修 

科目ナンバリング コード一覧参照 配当学年 DC２年 

担当教員 所属分野指導教員 単位数 4 単位 

授業概要 分子設計化学の領域で実施される研究ならびに関連の論文を調査・解析し、評価する。 

到達目標 
当該領域を先導する研究者としての高度な知識とともに、課題発見能力と解決能力を身に

つける。 

授業方法 講義・演習・実習・体験学習・SGD・PBL・ロールプレイ・e-learning・その他（    ） 

成績評価法 配属された分野の教員が行う。 

教科書・参考書 別途、指導教員から指示する。 

授業時間外学習 別途、指導教員から指示する。 

使用言語 別途、指導教員から指示する。 

その他  

18



 

授業科目名 合成制御化学特別演習Ⅰ 科目区分 選択必修 

科目ナンバリング コード一覧参照 配当学年 DC１年 

担当教員 所属分野指導教員 単位数 4 単位 

授業概要 合成制御化学の領域で実施される研究ならびに関連の論文を調査・解析し、評価する。 

到達目標 
当該領域を先導する研究者としての高度な知識とともに、課題発見能力と解決能力を身に

つける。 

授業方法 講義・演習・実習・体験学習・SGD・PBL・ロールプレイ・e-learning・その他（    ） 

成績評価法 配属された分野の教員が行う。 

教科書・参考書 別途、指導教員から指示する。 

授業時間外学習 別途、指導教員から指示する。 

使用言語 別途、指導教員から指示する。 

その他  
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授業科目名 合成制御化学特別演習Ⅱ 科目区分 選択必修 

科目ナンバリング コード一覧参照 配当学年 DC２年 

担当教員 所属分野指導教員 単位数 4 単位 

授業概要 合成制御化学の領域で実施される研究ならびに関連の論文を調査・解析し、評価する。 

到達目標 
当該領域を先導する研究者としての高度な知識とともに、課題発見能力と解決能力を身に

つける。 

授業方法 講義・演習・実習・体験学習・SGD・PBL・ロールプレイ・e-learning・その他（    ） 

成績評価法 配属された分野の教員が行う。 

教科書・参考書 別途、指導教員から指示する。 

授業時間外学習 別途、指導教員から指示する。 

使用言語 別途、指導教員から指示する。 

その他  

20



 

授業科目名 反応制御化学特別演習Ⅰ 科目区分 選択必修 

科目ナンバリング コード一覧参照 配当学年 DC１年 

担当教員 所属分野指導教員 単位数 4 単位 

授業概要 反応制御化学の領域で実施される研究ならびに関連の論文を調査・解析し、評価する。 

到達目標 
当該領域を先導する研究者としての高度な知識とともに、課題発見能力と解決能力を身に

つける。 

授業方法 講義・演習・実習・体験学習・SGD・PBL・ロールプレイ・e-learning・その他（    ） 

成績評価法 配属された分野の教員が行う。 

教科書・参考書 別途、指導教員から指示する。 

授業時間外学習 別途、指導教員から指示する。 

使用言語 別途、指導教員から指示する。 

その他  
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授業科目名 反応制御化学特別演習Ⅱ 科目区分 選択必修 

科目ナンバリング コード一覧参照 配当学年 DC２年 

担当教員 所属分野指導教員 単位数 4 単位 

授業概要 反応制御化学の領域で実施される研究ならびに関連の論文を調査・解析し、評価する。 

到達目標 
当該領域を先導する研究者としての高度な知識とともに、課題発見能力と解決能力を身に

つける。 

授業方法 講義・演習・実習・体験学習・SGD・PBL・ロールプレイ・e-learning・その他（    ） 

成績評価法 配属された分野の教員が行う。 

教科書・参考書 別途、指導教員から指示する。 

授業時間外学習 別途、指導教員から指示する。 

使用言語 別途、指導教員から指示する。 

その他  

22



 

授業科目名 分子変換化学特別演習Ⅰ 科目区分 選択必修 

科目ナンバリング コード一覧参照 配当学年 DC１年 

担当教員 所属分野指導教員 単位数 4 単位 

授業概要 分子変換化学の領域で実施される研究ならびに関連の論文を調査・解析し、評価する。 

到達目標 
当該領域を先導する研究者としての高度な知識とともに、課題発見能力と解決能力を身に

つける。 

授業方法 講義・演習・実習・体験学習・SGD・PBL・ロールプレイ・e-learning・その他（    ） 

成績評価法 配属された分野の教員が行う。 

教科書・参考書 別途、指導教員から指示する。 

授業時間外学習 別途、指導教員から指示する。 

使用言語 別途、指導教員から指示する。 

その他  

23



 

授業科目名 分子変換化学特別演習Ⅱ 科目区分 選択必修 

科目ナンバリング コード一覧参照 配当学年 DC２年 

担当教員 所属分野指導教員 単位数 4 単位 

授業概要 分子変換化学の領域で実施される研究ならびに関連の論文を調査・解析し、評価する。 

到達目標 
当該領域を先導する研究者としての高度な知識とともに、課題発見能力と解決能力を身に

つける。 

授業方法 講義・演習・実習・体験学習・SGD・PBL・ロールプレイ・e-learning・その他（    ） 

成績評価法 配属された分野の教員が行う。 

教科書・参考書 別途、指導教員から指示する。 

授業時間外学習 別途、指導教員から指示する。 

使用言語 別途、指導教員から指示する。 

その他  

24



 

授業科目名 医薬資源化学特別演習Ⅰ 科目区分 選択必修 

科目ナンバリング コード一覧参照 配当学年 DC１年 

担当教員 所属分野指導教員 単位数 4 単位 

授業概要 医薬資源化学の領域で実施される研究ならびに関連の論文を調査・解析し、評価する。 

到達目標 
当該領域を先導する研究者としての高度な知識とともに、課題発見能力と解決能力を身に

つける。 

授業方法 講義・演習・実習・体験学習・SGD・PBL・ロールプレイ・e-learning・その他（    ） 

成績評価法 配属された分野の教員が行う。 

教科書・参考書 別途、指導教員から指示する。 

授業時間外学習 別途、指導教員から指示する。 

使用言語 別途、指導教員から指示する。 

その他  
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授業科目名 医薬資源化学特別演習Ⅱ 科目区分 選択必修 

科目ナンバリング コード一覧参照 配当学年 DC２年 

担当教員 所属分野指導教員 単位数 4 単位 

授業概要 医薬資源化学の領域で実施される研究ならびに関連の論文を調査・解析し、評価する。 

到達目標 
当該領域を先導する研究者としての高度な知識とともに、課題発見能力と解決能力を身に

つける。 

授業方法 講義・演習・実習・体験学習・SGD・PBL・ロールプレイ・e-learning・その他（    ） 

成績評価法 配属された分野の教員が行う。 

教科書・参考書 別途、指導教員から指示する。 

授業時間外学習 別途、指導教員から指示する。 

使用言語 別途、指導教員から指示する。 

その他  

26



 

授業科目名 界面物性化学特別演習Ⅰ 科目区分 選択必修 

科目ナンバリング コード一覧参照 配当学年 DC１年 

担当教員 所属分野指導教員 単位数 4 単位 

授業概要 界面物性化学の領域で実施される研究ならびに関連の論文を調査・解析し、評価する。 

到達目標 
当該領域を先導する研究者としての高度な知識とともに、課題発見能力と解決能力を身に

つける。 

授業方法 講義・演習・実習・体験学習・SGD・PBL・ロールプレイ・e-learning・その他（    ） 

成績評価法 配属された分野の教員が行う。 

教科書・参考書 別途、指導教員から指示する。 

授業時間外学習 別途、指導教員から指示する。 

使用言語 別途、指導教員から指示する。 

その他  
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授業科目名 界面物性化学特別演習Ⅱ 科目区分 選択必修 

科目ナンバリング コード一覧参照 配当学年 DC２年 

担当教員 所属分野指導教員 単位数 4 単位 

授業概要 界面物性化学の領域で実施される研究ならびに関連の論文を調査・解析し、評価する。 

到達目標 
当該領域を先導する研究者としての高度な知識とともに、課題発見能力と解決能力を身に

つける。 

授業方法 講義・演習・実習・体験学習・SGD・PBL・ロールプレイ・e-learning・その他（    ） 

成績評価法 配属された分野の教員が行う。 

教科書・参考書 別途、指導教員から指示する。 

授業時間外学習 別途、指導教員から指示する。 

使用言語 別途、指導教員から指示する。 

その他  
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授業科目名 生物構造化学特別演習Ⅰ 科目区分 選択必修 

科目ナンバリング コード一覧参照 配当学年 DC１年 

担当教員 所属分野指導教員 単位数 4 単位 

授業概要 生物構造化学の領域で実施される研究ならびに関連の論文を調査・解析し、評価する。 

到達目標 
当該領域を先導する研究者としての高度な知識とともに、課題発見能力と解決能力を身に

つける。 

授業方法 講義・演習・実習・体験学習・SGD・PBL・ロールプレイ・e-learning・その他（    ） 

成績評価法 配属された分野の教員が行う。 

教科書・参考書 別途、指導教員から指示する。 

授業時間外学習 別途、指導教員から指示する。 

使用言語 別途、指導教員から指示する。 

その他  
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授業科目名 生物構造化学特別演習Ⅱ 科目区分 選択必修 

科目ナンバリング コード一覧参照 配当学年 DC２年 

担当教員 所属分野指導教員 単位数 4 単位 

授業概要 生物構造化学の領域で実施される研究ならびに関連の論文を調査・解析し、評価する。 

到達目標 
当該領域を先導する研究者としての高度な知識とともに、課題発見能力と解決能力を身に

つける。 

授業方法 講義・演習・実習・体験学習・SGD・PBL・ロールプレイ・e-learning・その他（    ） 

成績評価法 配属された分野の教員が行う。 

教科書・参考書 別途、指導教員から指示する。 

授業時間外学習 別途、指導教員から指示する。 

使用言語 別途、指導教員から指示する。 

その他  

30



 

授業科目名 分子動態解析学特別演習Ⅰ 科目区分 選択必修 

科目ナンバリング コード一覧参照 配当学年 DC１年 

担当教員 所属分野指導教員 単位数 4 単位 

授業概要 分子動態解析学の領域で実施される研究ならびに関連の論文を調査・解析し、評価する。 

到達目標 
当該領域を先導する研究者としての高度な知識とともに、課題発見能力と解決能力を身に

つける。 

授業方法 講義・演習・実習・体験学習・SGD・PBL・ロールプレイ・e-learning・その他（    ） 

成績評価法 配属された分野の教員が行う。 

教科書・参考書 別途、指導教員から指示する。 

授業時間外学習 別途、指導教員から指示する。 

使用言語 別途、指導教員から指示する。 

その他  

31



 

授業科目名 分子動態解析学特別演習Ⅱ 科目区分 選択必修 

科目ナンバリング コード一覧参照 配当学年 DC２年 

担当教員 所属分野指導教員 単位数 4 単位 

授業概要 分子動態解析学の領域で実施される研究ならびに関連の論文を調査・解析し、評価する。 

到達目標 
当該領域を先導する研究者としての高度な知識とともに、課題発見能力と解決能力を身に

つける。 

授業方法 講義・演習・実習・体験学習・SGD・PBL・ロールプレイ・e-learning・その他（    ） 

成績評価法 配属された分野の教員が行う。 

教科書・参考書 別途、指導教員から指示する。 

授業時間外学習 別途、指導教員から指示する。 

使用言語 別途、指導教員から指示する。 

その他  

32



 

授業科目名 分子イメージング薬学特別演習Ⅰ 科目区分 選択必修 

科目ナンバリング コード一覧参照 配当学年 DC１年 

担当教員 所属分野指導教員 単位数 4 単位 

授業概要 
分子イメージング薬学の領域で実施される研究ならびに関連の論文を調査・解析し、評価

する。 

到達目標 
当該領域を先導する研究者としての高度な知識とともに、課題発見能力と解決能力を身に

つける。 

授業方法 講義・演習・実習・体験学習・SGD・PBL・ロールプレイ・e-learning・その他（    ） 

成績評価法 配属された分野の教員が行う。 

教科書・参考書 別途、指導教員から指示する。 

授業時間外学習 別途、指導教員から指示する。 

使用言語 別途、指導教員から指示する。 

その他  

33



 

授業科目名 分子イメージング薬学特別演習Ⅱ 科目区分 選択必修 

科目ナンバリング コード一覧参照 配当学年 DC２年 

担当教員 所属分野指導教員 単位数 4 単位 

授業概要 
分子イメージング薬学の領域で実施される研究ならびに関連の論文を調査・解析し、評価

する。 

到達目標 
当該領域を先導する研究者としての高度な知識とともに、課題発見能力と解決能力を身に

つける。 

授業方法 講義・演習・実習・体験学習・SGD・PBL・ロールプレイ・e-learning・その他（    ） 

成績評価法 配属された分野の教員が行う。 

教科書・参考書 別途、指導教員から指示する。 

授業時間外学習 別途、指導教員から指示する。 

使用言語 別途、指導教員から指示する。 

その他  

34



 

授業科目名 分子薬科学特別演習Ⅰ 科目区分 選択必修 

科目ナンバリング コード一覧参照 配当学年 DC１年 

担当教員 所属分野指導教員 単位数 4 単位 

授業概要 分子薬科学の領域で実施される研究ならびに関連の論文を調査・解析し、評価する。 

到達目標 
当該領域を先導する研究者としての高度な知識とともに、課題発見能力と解決能力を身に

つける。 

授業方法 講義・演習・実習・体験学習・SGD・PBL・ロールプレイ・e-learning・その他（    ） 

成績評価法 配属された分野の教員が行う。 

教科書・参考書 別途、指導教員から指示する。 

授業時間外学習 別途、指導教員から指示する。 

使用言語 別途、指導教員から指示する。 

その他  

35



 

授業科目名 分子薬科学特別演習Ⅱ 科目区分 選択必修 

科目ナンバリング コード一覧参照 配当学年 DC２年 

担当教員 所属分野指導教員 単位数 4 単位 

授業概要 分子薬科学の領域で実施される研究ならびに関連の論文を調査・解析し、評価する。 

到達目標 
当該領域を先導する研究者としての高度な知識とともに、課題発見能力と解決能力を身に

つける。 

授業方法 講義・演習・実習・体験学習・SGD・PBL・ロールプレイ・e-learning・その他（    ） 

成績評価法 配属された分野の教員が行う。 

教科書・参考書 別途、指導教員から指示する。 

授業時間外学習 別途、指導教員から指示する。 

使用言語 別途、指導教員から指示する。 

その他  

36



 

授業科目名 分子薬科学特別研究 科目区分 必修 

科目ナンバリング コード一覧参照 配当学年 DC３年 

担当教員 所属分野指導教員 単位数 20 単位 

授業概要 分子薬科学に関する高度な知識をもとに、主体的に課題を発見し、研究を行う。 

到達目標 当該領域を先導する研究を実施し、その成果を発表する。 

授業方法 講義・演習・実習・体験学習・SGD・PBL・ロールプレイ・e-learning・その他（    ） 

成績評価法 配属された分野の教員が行う。 

教科書・参考書 別途、指導教員から指示する。 

授業時間外学習 別途、指導教員から指示する。 

使用言語 別途、指導教員から指示する。 

その他  

37



 

授業科目名 海外特別研修 科目区分 自由聴講 

科目ナンバリング コード一覧参照 配当学年 DC１・２・３年 

担当教員 所属分野指導教員 単位数 2 単位 

授業概要 
１週間～３ヶ月程度、海外の大学、研修機関、公共機関等で薬科学に関する実地研修を行

う。 

到達目標 
本研修を通じて、国際的な環境の下で研究を行い、国際共同研究の進め方、研究内容を社

会で実践する方法を習得すると共に体験、理解する。 

授業方法 講義・演習・実習・体験学習・SGD・PBL・ロールプレイ・e-learning・その他（    ） 

成績評価法 配属された分野の教員が行う。 

教科書・参考書 別途、指導教員から指示する。 

授業時間外学習 別途、指導教員から指示する。 

使用言語 別途、指導教員から指示する。 

その他  

38



 

授業科目名 薬理学特別演習Ⅰ 科目区分 選択必修 

科目ナンバリング コード一覧参照 配当学年 DC１年 

担当教員 所属分野指導教員 単位数 4 単位 

授業概要 薬理学の領域で実施される研究ならびに関連の論文を調査・解析し、評価する。 

到達目標 
当該領域を先導する研究者としての高度な知識とともに、課題発見能力と解決能力を身に

つける。 

授業方法 講義・演習・実習・体験学習・SGD・PBL・ロールプレイ・e-learning・その他（    ） 

成績評価法 配属された分野の教員が行う。 

教科書・参考書 別途、指導教員から指示する。 

授業時間外学習 別途、指導教員から指示する。 

使用言語 別途、指導教員から指示する。 

その他  

39



 

授業科目名 薬理学特別演習Ⅱ 科目区分 選択必修 

科目ナンバリング コード一覧参照 配当学年 DC２年 

担当教員 所属分野指導教員 単位数 4 単位 

授業概要 薬理学の領域で実施される研究ならびに関連の論文を調査・解析し、評価する。 

到達目標 
当該領域を先導する研究者としての高度な知識とともに、課題発見能力と解決能力を身に

つける。 

授業方法 講義・演習・実習・体験学習・SGD・PBL・ロールプレイ・e-learning・その他（    ） 

成績評価法 配属された分野の教員が行う。 

教科書・参考書 別途、指導教員から指示する。 

授業時間外学習 別途、指導教員から指示する。 

使用言語 別途、指導教員から指示する。 

その他  

40



 

授業科目名 臨床分析化学特別演習Ⅰ 科目区分 選択必修 

科目ナンバリング コード一覧参照 配当学年 DC１年 

担当教員 所属分野指導教員 単位数 4 単位 

授業概要 臨床分析化学の領域で実施される研究ならびに関連の論文を調査・解析し、評価する。 

到達目標 
当該領域を先導する研究者としての高度な知識とともに、課題発見能力と解決能力を身に

つける。 

授業方法 講義・演習・実習・体験学習・SGD・PBL・ロールプレイ・e-learning・その他（    ） 

成績評価法 配属された分野の教員が行う。 

教科書・参考書 別途、指導教員から指示する。 

授業時間外学習 別途、指導教員から指示する。 

使用言語 別途、指導教員から指示する。 

その他  

41



 

授業科目名 臨床分析化学特別演習Ⅱ 科目区分 選択必修 

科目ナンバリング コード一覧参照 配当学年 DC２年 

担当教員 所属分野指導教員 単位数 4 単位 

授業概要 臨床分析化学の領域で実施される研究ならびに関連の論文を調査・解析し、評価する。 

到達目標 
当該領域を先導する研究者としての高度な知識とともに、課題発見能力と解決能力を身に

つける。 

授業方法 講義・演習・実習・体験学習・SGD・PBL・ロールプレイ・e-learning・その他（    ） 

成績評価法 配属された分野の教員が行う。 

教科書・参考書 別途、指導教員から指示する。 

授業時間外学習 別途、指導教員から指示する。 

使用言語 別途、指導教員から指示する。 

その他  

42



 

授業科目名 分子細胞生化学特別演習Ⅰ 科目区分 選択必修 

科目ナンバリング コード一覧参照 配当学年 DC１年 

担当教員 所属分野指導教員 単位数 4 単位 

授業概要 分子細胞生化学の領域で実施される研究ならびに関連の論文を調査・解析し、評価する。 

到達目標 
当該領域を先導する研究者としての高度な知識とともに、課題発見能力と解決能力を身に

つける。 

授業方法 講義・演習・実習・体験学習・SGD・PBL・ロールプレイ・e-learning・その他（    ） 

成績評価法 配属された分野の教員が行う。 

教科書・参考書 別途、指導教員から指示する。 

授業時間外学習 別途、指導教員から指示する。 

使用言語 別途、指導教員から指示する。 

その他  

43



 

授業科目名 分子細胞生化学特別演習Ⅱ 科目区分 選択必修 

科目ナンバリング コード一覧参照 配当学年 DC２年 

担当教員 所属分野指導教員 単位数 4 単位 

授業概要 分子細胞生化学の領域で実施される研究ならびに関連の論文を調査・解析し、評価する。 

到達目標 
当該領域を先導する研究者としての高度な知識とともに、課題発見能力と解決能力を身に

つける。 

授業方法 講義・演習・実習・体験学習・SGD・PBL・ロールプレイ・e-learning・その他（    ） 

成績評価法 配属された分野の教員が行う。 

教科書・参考書 別途、指導教員から指示する。 

授業時間外学習 別途、指導教員から指示する。 

使用言語 別途、指導教員から指示する。 

その他  

44



 

授業科目名 薬物送達学特別演習Ⅰ 科目区分 選択必修 

科目ナンバリング コード一覧参照 配当学年 DC１年 

担当教員 所属分野指導教員 単位数 4 単位 

授業概要 薬物送達学の領域で実施される研究ならびに関連の論文を調査・解析し、評価する。 

到達目標 
当該領域を先導する研究者としての高度な知識とともに、課題発見能力と解決能力を身に

つける。 

授業方法 講義・演習・実習・体験学習・SGD・PBL・ロールプレイ・e-learning・その他（    ） 

成績評価法 配属された分野の教員が行う。 

教科書・参考書 別途、指導教員から指示する。 

授業時間外学習 別途、指導教員から指示する。 

使用言語 別途、指導教員から指示する。 

その他  

45



 

授業科目名 薬物送達学特別演習Ⅱ 科目区分 選択必修 

科目ナンバリング コード一覧参照 配当学年 DC２年 

担当教員 所属分野指導教員 単位数 4 単位 

授業概要 薬物送達学の領域で実施される研究ならびに関連の論文を調査・解析し、評価する。 

到達目標 
当該領域を先導する研究者としての高度な知識とともに、課題発見能力と解決能力を身に

つける。 

授業方法 講義・演習・実習・体験学習・SGD・PBL・ロールプレイ・e-learning・その他（    ） 

成績評価法 配属された分野の教員が行う。 

教科書・参考書 別途、指導教員から指示する。 

授業時間外学習 別途、指導教員から指示する。 

使用言語 別途、指導教員から指示する。 

その他  

46



 

授業科目名 衛生化学特別演習Ⅰ 科目区分 選択必修 

科目ナンバリング コード一覧参照 配当学年 DC１年 

担当教員 所属分野指導教員 単位数 4 単位 

授業概要 衛生化学の領域で実施される研究ならびに関連の論文を調査・解析し、評価する。 

到達目標 
当該領域を先導する研究者としての高度な知識とともに、課題発見能力と解決能力を身に

つける。 

授業方法 講義・演習・実習・体験学習・SGD・PBL・ロールプレイ・e-learning・その他（    ） 

成績評価法 配属された分野の教員が行う。 

教科書・参考書 別途、指導教員から指示する。 

授業時間外学習 別途、指導教員から指示する。 

使用言語 別途、指導教員から指示する。 

その他  

47



 

授業科目名 衛生化学特別演習Ⅱ 科目区分 選択必修 

科目ナンバリング コード一覧参照 配当学年 DC２年 

担当教員 所属分野指導教員 単位数 4 単位 

授業概要 衛生化学の領域で実施される研究ならびに関連の論文を調査・解析し、評価する。 

到達目標 
当該領域を先導する研究者としての高度な知識とともに、課題発見能力と解決能力を身に

つける。 

授業方法 講義・演習・実習・体験学習・SGD・PBL・ロールプレイ・e-learning・その他（    ） 

成績評価法 配属された分野の教員が行う。 

教科書・参考書 別途、指導教員から指示する。 

授業時間外学習 別途、指導教員から指示する。 

使用言語 別途、指導教員から指示する。 

その他  

48



 

授業科目名 代謝制御薬学特別演習Ⅰ 科目区分 選択必修 

科目ナンバリング コード一覧参照 配当学年 DC１年 

担当教員 所属分野指導教員 単位数 4 単位 

授業概要 代謝制御薬学の領域で実施される研究ならびに関連の論文を調査・解析し、評価する。 

到達目標 
当該領域を先導する研究者としての高度な知識とともに、課題発見能力と解決能力を身に

つける。 

授業方法 講義・演習・実習・体験学習・SGD・PBL・ロールプレイ・e-learning・その他（    ） 

成績評価法 配属された分野の教員が行う。 

教科書・参考書 別途、指導教員から指示する。 

授業時間外学習 別途、指導教員から指示する。 

使用言語 別途、指導教員から指示する。 

その他  

49



 

授業科目名 代謝制御薬学特別演習Ⅱ 科目区分 選択必修 

科目ナンバリング コード一覧参照 配当学年 DC２年 

担当教員 所属分野指導教員 単位数 4 単位 

授業概要 代謝制御薬学の領域で実施される研究ならびに関連の論文を調査・解析し、評価する。 

到達目標 
当該領域を先導する研究者としての高度な知識とともに、課題発見能力と解決能力を身に

つける。 

授業方法 講義・演習・実習・体験学習・SGD・PBL・ロールプレイ・e-learning・その他（    ） 

成績評価法 配属された分野の教員が行う。 

教科書・参考書 別途、指導教員から指示する。 

授業時間外学習 別途、指導教員から指示する。 

使用言語 別途、指導教員から指示する。 

その他  

50



 

授業科目名 遺伝子制御薬学特別演習Ⅰ 科目区分 選択必修 

科目ナンバリング コード一覧参照 配当学年 DC１年 

担当教員 所属分野指導教員 単位数 4 単位 

授業概要 遺伝子制御薬学の領域で実施される研究ならびに関連の論文を調査・解析し、評価する。 

到達目標 
当該領域を先導する研究者としての高度な知識とともに、課題発見能力と解決能力を身に

つける。 

授業方法 講義・演習・実習・体験学習・SGD・PBL・ロールプレイ・e-learning・その他（    ） 

成績評価法 配属された分野の教員が行う。 

教科書・参考書 別途、指導教員から指示する。 

授業時間外学習 別途、指導教員から指示する。 

使用言語 別途、指導教員から指示する。 

その他  

51



 

授業科目名 遺伝子制御薬学特別演習Ⅱ 科目区分 選択必修 

科目ナンバリング コード一覧参照 配当学年 DC２年 

担当教員 所属分野指導教員 単位数 4 単位 

授業概要 遺伝子制御薬学の領域で実施される研究ならびに関連の論文を調査・解析し、評価する。 

到達目標 
当該領域を先導する研究者としての高度な知識とともに、課題発見能力と解決能力を身に

つける。 

授業方法 講義・演習・実習・体験学習・SGD・PBL・ロールプレイ・e-learning・その他（    ） 

成績評価法 配属された分野の教員が行う。 

教科書・参考書 別途、指導教員から指示する。 

授業時間外学習 別途、指導教員から指示する。 

使用言語 別途、指導教員から指示する。 

その他  

52



 

授業科目名 生命機能解析学特別演習Ⅰ 科目区分 選択必修 

科目ナンバリング コード一覧参照 配当学年 DC１年 

担当教員 所属分野指導教員 単位数 4 単位 

授業概要 生命機能解析学の領域で実施される研究ならびに関連の論文を調査・解析し、評価する。 

到達目標 
当該領域を先導する研究者としての高度な知識とともに、課題発見能力と解決能力を身に

つける。 

授業方法 講義・演習・実習・体験学習・SGD・PBL・ロールプレイ・e-learning・その他（    ） 

成績評価法 配属された分野の教員が行う。 

教科書・参考書 別途、指導教員から指示する。 

授業時間外学習 別途、指導教員から指示する。 

使用言語 別途、指導教員から指示する。 

その他  

53



 

授業科目名 生命機能解析学特別演習Ⅱ 科目区分 選択必修 

科目ナンバリング コード一覧参照 配当学年 DC２年 

担当教員 所属分野指導教員 単位数 4 単位 

授業概要 生命機能解析学の領域で実施される研究ならびに関連の論文を調査・解析し、評価する。 

到達目標 
当該領域を先導する研究者としての高度な知識とともに、課題発見能力と解決能力を身に

つける。 

授業方法 講義・演習・実習・体験学習・SGD・PBL・ロールプレイ・e-learning・その他（    ） 

成績評価法 配属された分野の教員が行う。 

教科書・参考書 別途、指導教員から指示する。 

授業時間外学習 別途、指導教員から指示する。 

使用言語 別途、指導教員から指示する。 

その他  

54



 

授業科目名 生命薬科学特別演習Ⅰ 科目区分 選択必修 

科目ナンバリング コード一覧参照 配当学年 DC１年 

担当教員 所属分野指導教員 単位数 4 単位 

授業概要 生命薬科学の領域で実施される研究ならびに関連の論文を調査・解析し、評価する。 

到達目標 
当該領域を先導する研究者としての高度な知識とともに、課題発見能力と解決能力を身に

つける。 

授業方法 講義・演習・実習・体験学習・SGD・PBL・ロールプレイ・e-learning・その他（    ） 

成績評価法 配属された分野の教員が行う。 

教科書・参考書 別途、指導教員から指示する。 

授業時間外学習 別途、指導教員から指示する。 

使用言語 別途、指導教員から指示する。 

その他  

55



 

授業科目名 生命薬科学特別演習Ⅱ 科目区分 選択必修 

科目ナンバリング コード一覧参照 配当学年 DC２年 

担当教員 所属分野指導教員 単位数 4 単位 

授業概要 生命薬科学の領域で実施される研究ならびに関連の論文を調査・解析し、評価する。 

到達目標 
当該領域を先導する研究者としての高度な知識とともに、課題発見能力と解決能力を身に

つける。 

授業方法 講義・演習・実習・体験学習・SGD・PBL・ロールプレイ・e-learning・その他（    ） 

成績評価法 配属された分野の教員が行う。 

教科書・参考書 別途、指導教員から指示する。 

授業時間外学習 別途、指導教員から指示する。 

使用言語 別途、指導教員から指示する。 

その他  

56



 

授業科目名 生命薬科学特別研究 科目区分 必修 

科目ナンバリング コード一覧参照 配当学年 DC３年 

担当教員 所属分野指導教員 単位数 20 単位 

授業概要 当該領域を先導する研究を実施し、その成果を発表する。 

到達目標 当該領域を先導する研究を実施し、その成果を発表する。 

授業方法 講義・演習・実習・体験学習・SGD・PBL・ロールプレイ・e-learning・その他（    ） 

成績評価法 配属された分野の教員が行う。 

教科書・参考書 別途、指導教員から指示する。 

授業時間外学習 別途、指導教員から指示する。 

使用言語 別途、指導教員から指示する。 

その他  

 

57



 

授業科目名 臨床薬学特別演習Ⅰ 科目区分 選択必修 

科目ナンバリング コード一覧参照 配当学年 DC１年 

担当教員 所属分野指導教員 単位数 4 単位 

授業概要 臨床薬学の領域で実施される研究ならびに関連の論文を調査・解析し、評価する。 

到達目標 臨床薬学の領域で実施される研究ならびに関連の論文を調査・解析し、評価する。 

授業方法 講義・演習・実習・体験学習・SGD・PBL・ロールプレイ・e-learning・その他（    ） 

成績評価法 配属された分野の教員が行う。 

教科書・参考書 別途、指導教員から指示する。 

授業時間外学習 別途、指導教員から指示する。 

使用言語 別途、指導教員から指示する。 

その他  

58



 

授業科目名 臨床薬学特別演習Ⅱ 科目区分 選択必修 

科目ナンバリング コード一覧参照 配当学年 DC２年 

担当教員 所属分野指導教員 単位数 4 単位 

授業概要 臨床薬学の領域で実施される研究ならびに関連の論文を調査・解析し、評価する。 

到達目標 臨床薬学の領域で実施される研究ならびに関連の論文を調査・解析し、評価する。 

授業方法 講義・演習・実習・体験学習・SGD・PBL・ロールプレイ・e-learning・その他（    ） 

成績評価法 配属された分野の教員が行う。 

教科書・参考書 別途、指導教員から指示する。 

授業時間外学習 別途、指導教員から指示する。 

使用言語 別途、指導教員から指示する。 

その他  

59



 

授業科目名 がん化学療法薬学特別演習Ⅰ 科目区分 選択必修 

科目ナンバリング コード一覧参照 配当学年 DC１年 

担当教員 所属分野指導教員 単位数 4 単位 

授業概要 がん化学療法薬学の領域で実施される研究ならびに関連の論文を調査・解析し、評価する。 

到達目標 
当該領域を先導する研究者としての高度な知識とともに、課題発見能力と解決能力を身に

つける。 

授業方法 講義・演習・実習・体験学習・SGD・PBL・ロールプレイ・e-learning・その他（    ） 

成績評価法 配属された分野の教員が行う。 

教科書・参考書 別途、指導教員から指示する。 

授業時間外学習 別途、指導教員から指示する。 

使用言語 別途、指導教員から指示する。 

その他  

60



 

授業科目名 がん化学療法薬学特別演習Ⅱ 科目区分 選択必修 

科目ナンバリング コード一覧参照 配当学年 DC２年 

担当教員 所属分野指導教員 単位数 4 単位 

授業概要 がん化学療法薬学の領域で実施される研究ならびに関連の論文を調査・解析し、評価する。 

到達目標 
当該領域を先導する研究者としての高度な知識とともに、課題発見能力と解決能力を身に

つける。 

授業方法 講義・演習・実習・体験学習・SGD・PBL・ロールプレイ・e-learning・その他（    ） 

成績評価法 配属された分野の教員が行う。 

教科書・参考書 別途、指導教員から指示する。 

授業時間外学習 別途、指導教員から指示する。 

使用言語 別途、指導教員から指示する。 

その他  

61



 

授業科目名 生活習慣病治療薬学特別演習Ⅰ 科目区分 選択必修 

科目ナンバリング コード一覧参照 配当学年 DC１年 

担当教員 所属分野指導教員 単位数 4 単位 

授業概要 
生活習慣病治療薬学の領域で実施される研究ならびに関連の論文を調査・解析し、評価す

る。 

到達目標 
当該領域を先導する研究者としての高度な知識とともに、課題発見能力と解決能力を身に

つける。 

授業方法 講義・演習・実習・体験学習・SGD・PBL・ロールプレイ・e-learning・その他（    ） 

成績評価法 配属された分野の教員が行う。 

教科書・参考書 別途、指導教員から指示する。 

授業時間外学習 別途、指導教員から指示する。 

使用言語 別途、指導教員から指示する。 

その他  

62



 

授業科目名 生活習慣病治療薬学特別演習Ⅱ 科目区分 選択必修 

科目ナンバリング コード一覧参照 配当学年 DC２年 

担当教員 所属分野指導教員 単位数 4 単位 

授業概要 
生活習慣病治療薬学の領域で実施される研究ならびに関連の論文を調査・解析し、評価す

る。 

到達目標 
当該領域を先導する研究者としての高度な知識とともに、課題発見能力と解決能力を身に

つける。 

授業方法 講義・演習・実習・体験学習・SGD・PBL・ロールプレイ・e-learning・その他（    ） 

成績評価法 配属された分野の教員が行う。 

教科書・参考書 別途、指導教員から指示する。 

授業時間外学習 別途、指導教員から指示する。 

使用言語 別途、指導教員から指示する。 

その他  

63



 

授業科目名 病態分子薬学特別演習Ⅰ 科目区分 選択必修 

科目ナンバリング コード一覧参照 配当学年 DC１年 

担当教員 所属分野指導教員 単位数 4 単位 

授業概要 病態分子薬学の領域で実施される研究ならびに関連の論文を調査・解析し、評価する。 

到達目標 
当該領域を先導する研究者としての高度な知識とともに、課題発見能力と解決能力を身に

つける。 

授業方法 講義・演習・実習・体験学習・SGD・PBL・ロールプレイ・e-learning・その他（    ） 

成績評価法 配属された分野の教員が行う。 

教科書・参考書 別途、指導教員から指示する。 

授業時間外学習 別途、指導教員から指示する。 

使用言語 別途、指導教員から指示する。 

その他  

64



 

授業科目名 病態分子薬学特別演習Ⅱ 科目区分 選択必修 

科目ナンバリング コード一覧参照 配当学年 DC２年 

担当教員 所属分野指導教員 単位数 4 単位 

授業概要 病態分子薬学の領域で実施される研究ならびに関連の論文を調査・解析し、評価する。 

到達目標 
当該領域を先導する研究者としての高度な知識とともに、課題発見能力と解決能力を身に

つける。 

授業方法 講義・演習・実習・体験学習・SGD・PBL・ロールプレイ・e-learning・その他（    ） 

成績評価法 配属された分野の教員が行う。 

教科書・参考書 別途、指導教員から指示する。 

授業時間外学習 別途、指導教員から指示する。 

使用言語 別途、指導教員から指示する。 

その他  

65



 

授業科目名 医薬品評価学特別演習Ⅰ 科目区分 選択必修 

科目ナンバリング コード一覧参照 配当学年 DC１年 

担当教員 所属分野指導教員 単位数 4 単位 

授業概要 医薬品評価学の領域で実施される研究ならびに関連の論文を調査・解析し、評価する。 

到達目標 
当該領域を先導する研究者としての高度な知識とともに、課題発見能力と解決能力を身に

つける。 

授業方法 講義・演習・実習・体験学習・SGD・PBL・ロールプレイ・e-learning・その他（    ） 

成績評価法 配属された分野の教員が行う。 

教科書・参考書 別途、指導教員から指示する。 

授業時間外学習 別途、指導教員から指示する。 

使用言語 別途、指導教員から指示する。 

その他  

66



 

授業科目名 医薬品評価学特別演習Ⅱ 科目区分 選択必修 

科目ナンバリング コード一覧参照 配当学年 DC２年 

担当教員 所属分野指導教員 単位数 4 単位 

授業概要 医薬品評価学の領域で実施される研究ならびに関連の論文を調査・解析し、評価する。 

到達目標 
当該領域を先導する研究者としての高度な知識とともに、課題発見能力と解決能力を身に

つける。 

授業方法 講義・演習・実習・体験学習・SGD・PBL・ロールプレイ・e-learning・その他（    ） 

成績評価法 配属された分野の教員が行う。 

教科書・参考書 別途、指導教員から指示する。 

授業時間外学習 別途、指導教員から指示する。 

使用言語 別途、指導教員から指示する。 

その他  

67



 

授業科目名 社会薬学マネジメント特別演習Ⅰ 科目区分 選択必修 

科目ナンバリング コード一覧参照 配当学年 DC１年 

担当教員 所属分野指導教員 単位数 4 単位 

授業概要 社会薬学の領域で実施される研究ならびに関連の論文を調査・解析し、評価する。 

到達目標 
当該領域を先導する研究者としての高度な知識とともに、課題発見能力と解決能力を身に

つける。 

授業方法 講義・演習・実習・体験学習・SGD・PBL・ロールプレイ・e-learning・その他（    ） 

成績評価法 配属された分野の教員が行う。 

教科書・参考書 別途、指導教員から指示する。 

授業時間外学習 別途、指導教員から指示する。 

使用言語 別途、指導教員から指示する。 

その他  

68



 

授業科目名 社会薬学マネジメント特別演習Ⅱ 科目区分 選択必修 

科目ナンバリング コード一覧参照 配当学年 DC２年 

担当教員 所属分野指導教員 単位数 4 単位 

授業概要 社会薬学の領域で実施される研究ならびに関連の論文を調査・解析し、評価する。 

到達目標 
当該領域を先導する研究者としての高度な知識とともに、課題発見能力と解決能力を身に

つける。 

授業方法 講義・演習・実習・体験学習・SGD・PBL・ロールプレイ・e-learning・その他（    ） 

成績評価法 配属された分野の教員が行う。 

教科書・参考書 別途、指導教員から指示する。 

授業時間外学習 別途、指導教員から指示する。 

使用言語 別途、指導教員から指示する。 

その他  

69



 

授業科目名 医療薬学特別演習Ⅰ 科目区分 選択必修 

科目ナンバリング コード一覧参照 配当学年 DC１年 

担当教員 所属分野指導教員 単位数 4 単位 

授業概要 医療薬学に関する研究ならびに関連の論文を詳細に解析し、評価する。 

到達目標 
当該領域を先導する研究者としての高度な知識とともに、課題発見能力と解決能力を身に

つける。 

授業方法 講義・演習・実習・体験学習・SGD・PBL・ロールプレイ・e-learning・その他（    ） 

成績評価法 配属された分野の教員が行う。 

教科書・参考書 別途、指導教員から指示する。 

授業時間外学習 別途、指導教員から指示する。 

使用言語 別途、指導教員から指示する。 

その他  
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授業科目名 医療薬学特別演習Ⅱ 科目区分 選択必修 

科目ナンバリング コード一覧参照 配当学年 DC２年 

担当教員 所属分野指導教員 単位数 4 単位 

授業概要 医療薬学に関する研究ならびに関連の論文を詳細に解析し、評価する。 

到達目標 
当該領域を先導する研究者としての高度な知識とともに、課題発見能力と解決能力を身に

つける。 

授業方法 講義・演習・実習・体験学習・SGD・PBL・ロールプレイ・e-learning・その他（    ） 

成績評価法 配属された分野の教員が行う。 

教科書・参考書 別途、指導教員から指示する。 

授業時間外学習 別途、指導教員から指示する。 

使用言語 別途、指導教員から指示する。 

その他  
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授業科目名 医療薬学特別研究 科目区分 必修 

科目ナンバリング コード一覧参照 配当学年 DC４年 

担当教員 所属分野指導教員 単位数 20 単位 

授業概要 医療薬学に関する高度な知識をもとに、主体的に課題を発見し、研究を行う。 

到達目標 当該領域を先導する研究を実施し、その成果を発表する。 

授業方法 講義・演習・実習・体験学習・SGD・PBL・ロールプレイ・e-learning・その他（    ） 

成績評価法 配属された分野の教員が行う。 

教科書・参考書 別途、指導教員から指示する。 

授業時間外学習 別途、指導教員から指示する。 

使用言語 別途、指導教員から指示する。 

その他  

72



 

授業科目名 臨床腫瘍学特別講義Ⅰ 科目区分 必修 

科目ナンバリング コード一覧参照 配当学年 DC１年 

担当教員 薬学研究科教員 単位数 2 単位 

授業概要 がん薬物療法に関する基本的な知識を習得する。 

到達目標 
多様な腫瘍性疾患の病態、治療選択、治療モニタリング、評価に関する知識の理解を深め

る。 

授業方法 講義・演習・実習・体験学習・SGD・PBL・ロールプレイ・e-learning・その他（    ） 

成績評価法 薬学研究科教員が行う。 

教科書・参考書 別途、指導教員から指示する。 

授業時間外学習 別途、指導教員から指示する。 

使用言語 別途、指導教員から指示する。 

その他  
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授業科目名 臨床腫瘍学特別講義Ⅱ 科目区分 必修 

科目ナンバリング コード一覧参照 配当学年 DC１年 

担当教員 薬学研究科教員 単位数 2 単位 

授業概要 がん薬物療法に関する基本的な知識を習得する。 

到達目標 
多様な腫瘍性疾患の病態、治療選択、治療モニタリング、評価に関する知識の理解を深め

る。 

授業方法 講義・演習・実習・体験学習・SGD・PBL・ロールプレイ・e-learning・その他（    ） 

成績評価法 薬学研究科教員が行う。 

教科書・参考書 別途、指導教員から指示する。 

授業時間外学習 別途、指導教員から指示する。 

使用言語 別途、指導教員から指示する。 

その他  
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授業科目名 臨床腫瘍学特別講義Ⅲ 科目区分 選択必修 

科目ナンバリング コード一覧参照 配当学年 DC１年 

担当教員 薬学研究科教員 単位数 4 単位 

授業概要 がん薬物療法に関する基本的な知識を習得する。 

到達目標 
多様な腫瘍性疾患の病態、治療選択、治療モニタリング、評価に関する知識の理解を深め

る。 

授業方法 講義・演習・実習・体験学習・SGD・PBL・ロールプレイ・e-learning・その他（    ） 

成績評価法 薬学研究科教員が行う。 

教科書・参考書 別途、指導教員から指示する。 

授業時間外学習 別途、指導教員から指示する。 

使用言語 別途、指導教員から指示する。 

その他  
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授業科目名 がん薬物療法学演習 科目区分 必修 

科目ナンバリング コード一覧参照 配当学年 DC２年 

担当教員 薬学研究科教員 単位数 4 単位 

授業概要 がん薬物療法に関する基本的な知識・態度を習得する。 

到達目標 腫瘍性疾患の模擬症例を用いて、病態解析、治療計画、治療評価に関する理解を深める。 

授業方法 講義・演習・実習・体験学習・SGD・PBL・ロールプレイ・e-learning・その他（    ） 

成績評価法 薬学研究科教員が行う。 

教科書・参考書 別途、指導教員から指示する。 

授業時間外学習 別途、指導教員から指示する。 

使用言語 別途、指導教員から指示する。 

その他  
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授業科目名 がん専門薬剤師実習 科目区分 必修 

科目ナンバリング コード一覧参照 配当学年 DC３年 

担当教員 薬学研究科教員 単位数 5 単位 

授業概要 がん薬物療法に関する基本的な知識・態度・技能を習得する。 

到達目標 
腫瘍性疾患の症例解析を通じて、病態解析、治療計画、治療評価に関する理解と技能を深

める。 

授業方法 講義・演習・実習・体験学習・SGD・PBL・ロールプレイ・e-learning・その他（    ） 

成績評価法 薬学研究科教員が行う。 

教科書・参考書 別途、指導教員から指示する。 

授業時間外学習 別途、指導教員から指示する。 

使用言語 別途、指導教員から指示する。 

その他  
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授業科目名 医療薬学課題研究 DC 科目区分 必修 

科目ナンバリング コード一覧参照 配当学年 DC４年 

担当教員 所属分野指導教員 単位数 10 単位 

授業概要 それぞれの研究室において、課題を発見し、研究を行う。 

到達目標 最先端の研究を推進する能力と当該分野をリードする技術を身につける。 

授業方法 講義・演習・実習・体験学習・SGD・PBL・ロールプレイ・e-learning・その他（    ） 

成績評価法 配属された分野の教員が行う。 

教科書・参考書 別途、指導教員から指示する。 

授業時間外学習 別途、指導教員から指示する。 

使用言語 別途、指導教員から指示する。 

その他  
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授業科目名 スーパージェネラリスト・ファーマシスト養成セミナー 科目区分 必修 

科目ナンバリング コード一覧参照 配当学年 DC１年 

担当教員 薬学研究科教員 単位数 1 単位 

授業概要 医療薬学を先導する研究者、薬剤師の講演を聞き、最先端の知識、考え方を学ぶ。 

到達目標 先導的薬剤師として必要な最先端の知識を得る。 

授業方法 講義・演習・実習・体験学習・SGD・PBL・ロールプレイ・e-learning・その他（    ） 

成績評価法 薬学研究科教員が行う。 

教科書・参考書 別途、指導教員から指示する。 

授業時間外学習 別途、指導教員から指示する。 

使用言語 別途、指導教員から指示する。 

その他  
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授業科目名 ゲノム解析学演習 科目区分 必修 

科目ナンバリング コード一覧参照 配当学年 DC１年 

担当教員 薬学研究科教員 単位数 2 単位 

授業概要 

医薬品の薬物動態、効果、あるいは副作用発現の個人差には、薬物代謝酵素やトランスポ

ーターなどの遺伝子多型が影響する場合があり、患者個々に最適な薬物療法を提供するため

のファーマコゲノミクス（PGx）解析研究が注目されている。本演習では、PGxに関する最新

の研究成果、さらに PGx情報がどのように医療に応用されているかを理解する。 

到達目標 
ヒトの遺伝的多様性とその意味を説明できるとともに、ゲノム解析に基づく個別化医療の

現状と問題点を理解する。 

授業方法 講義・演習・実習・体験学習・SGD・PBL・ロールプレイ・e-learning・その他（    ） 

成績評価法 薬学研究科教員が行う。 

教科書・参考書 別途、指導教員から指示する。 

授業時間外学習 別途、指導教員から指示する。 

使用言語 別途、指導教員から指示する。 

その他  
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授業科目名 メタボローム解析演習 科目区分 必修 

科目ナンバリング コード一覧参照 配当学年 DC１年 

担当教員 薬学研究科教員 単位数 2 単位 

授業概要 メタボローム解析の原理、方法、応用性に関する基礎的知識・態度を習得する。 

到達目標 医療薬学領域におけるメタボローム解析に基づく患者層別化の現状と問題点を理解する。 

授業方法 講義・演習・実習・体験学習・SGD・PBL・ロールプレイ・e-learning・その他（    ） 

成績評価法 薬学研究科教員が行う。 

教科書・参考書 別途、指導教員から指示する。 

授業時間外学習 別途、指導教員から指示する。 

使用言語 別途、指導教員から指示する。 

その他  
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授業科目名 病態解析学演習 科目区分 必修 

科目ナンバリング コード一覧参照 配当学年 DC２年 

担当教員 薬学研究科教員 単位数 2 単位 

授業概要 
臨床薬学の領域で実施される主に心血管疾患の病態・治療、また、それらの領域の研究な

らびに関連の論文を調査・解析し、評価する。 

到達目標 
当該領域を先導する研究者としての高度な知識とともに、課題発見能力と解決能力を身に

つける。 

授業方法 講義・演習・実習・体験学習・SGD・PBL・ロールプレイ・e-learning・その他（    ） 

成績評価法 薬学研究科教員が行う。 

教科書・参考書 別途、指導教員から指示する。 

授業時間外学習 別途、指導教員から指示する。 

使用言語 別途、指導教員から指示する。 

その他  
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授業科目名 ゲノム解析実習Ⅰ 科目区分 必修 

科目ナンバリング コード一覧参照 配当学年 DC１年 

担当教員 薬学研究科教員 単位数 2 単位 

授業概要 

 先進医療においては、ゲノム情報に基づき、患者個々に最適な薬物療法を提供すること

が望まれている。今後は、ゲノム解析結果をもとに一元的に判断するのではなく、ゲノム解

析の方法、精度等を十分理解し、得られたデータを解釈し、医療に適切に応用する力の育成

が必要である。本実習では、ゲノム解析の基本的な方法と原理を学ぶとともに、データ解析

の方法と意味を理解する。 

到達目標 ゲノム解析の基本的手技ならびにデータ解析方法を習得する。 

授業方法 講義・演習・実習・体験学習・SGD・PBL・ロールプレイ・e-learning・その他（    ） 

成績評価法 薬学研究科教員が行う。 

教科書・参考書 別途、指導教員から指示する。 

授業時間外学習 別途、指導教員から指示する。 

使用言語 別途、指導教員から指示する。 

その他  
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授業科目名 ゲノム解析実習Ⅱ 科目区分 選択必修 

科目ナンバリング コード一覧参照 配当学年 DC２年 

担当教員 薬学研究科教員 単位数 2 単位 

授業概要 

 先進医療においては、ゲノム情報に基づき、患者個々に最適な薬物療法を提供すること

が望まれている。今後は、ゲノム解析結果をもとに一元的に判断するのではなく、ゲノム解

析の方法、精度等を十分理解し、得られたデータを解釈し、医療に適切に応用する力の育成

が必要である。本実習では、ゲノム解析の最先端の方法と原理を学ぶとともに、適したデー

タ解析の方法を理解する。 

到達目標 ゲノム解析のせい先端の手技ならびにデータ解析方法を習得する。 

授業方法 講義・演習・実習・体験学習・SGD・PBL・ロールプレイ・e-learning・その他（    ） 

成績評価法 薬学研究科教員が行う。 

教科書・参考書 別途、指導教員から指示する。 

授業時間外学習 別途、指導教員から指示する。 

使用言語 別途、指導教員から指示する。 

その他  
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授業科目名 メタボローム解析実習Ⅰ 科目区分 必修 

科目ナンバリング コード一覧参照 配当学年 DC１年 

担当教員 薬学研究科教員 単位数 2 単位 

授業概要 メタボローム解析の原理、方法、応用性に関する基礎的知識・技能を習得する。 

到達目標 メタボローム解析の基本的手技ならびにデータ解析方法を習得する。 

授業方法 講義・演習・実習・体験学習・SGD・PBL・ロールプレイ・e-learning・その他（    ） 

成績評価法 薬学研究科教員が行う。 

教科書・参考書 別途、指導教員から指示する。 

授業時間外学習 別途、指導教員から指示する。 

使用言語 別途、指導教員から指示する。 

その他  
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授業科目名 メタボローム解析実習Ⅱ 科目区分 選択必修 

科目ナンバリング コード一覧参照 配当学年 DC２年 

担当教員 薬学研究科教員 単位数 2 単位 

授業概要 メタボローム解析の原理、方法、応用性に関する基礎的知識・技能を習得する。 

到達目標 メタボローム解析の基本的手技ならびにデータ解析方法を習得する。 

授業方法 講義・演習・実習・体験学習・SGD・PBL・ロールプレイ・e-learning・その他（    ） 

成績評価法 薬学研究科教員が行う。 

教科書・参考書 別途、指導教員から指示する。 

授業時間外学習 別途、指導教員から指示する。 

使用言語 別途、指導教員から指示する。 

その他  
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授業科目名 ローテーション実習Ⅰ 科目区分 必修 

科目ナンバリング コード一覧参照 配当学年 DC１年 

担当教員 薬学研究科教員 単位数 2 単位 

授業概要 
各専門分野の実務・研究を体験し、医療薬学の現状と問題点を理解し、解決策を提案でき

る資質を習得する。 

到達目標 医療薬学を実践する薬剤師の資質、態度、技能について習得する。 

授業方法 講義・演習・実習・体験学習・SGD・PBL・ロールプレイ・e-learning・その他（    ） 

成績評価法 薬学研究科教員が行う。 

教科書・参考書 別途、指導教員から指示する。 

授業時間外学習 別途、指導教員から指示する。 

使用言語 別途、指導教員から指示する。 

その他  
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授業科目名 ローテーション実習Ⅱ 科目区分 選択必修 

科目ナンバリング コード一覧参照 配当学年 DC２年 

担当教員 薬学研究科教員 単位数 2 単位 

授業概要 
各専門分野の実務・研究を体験し、医療薬学の現状と問題点を理解し、解決策を提案でき

る資質を習得する。 

到達目標 医療薬学を実践する薬剤師の資質、態度、技能について習得する。 

授業方法 講義・演習・実習・体験学習・SGD・PBL・ロールプレイ・e-learning・その他（    ） 

成績評価法 薬学研究科教員が行う。 

教科書・参考書 別途、指導教員から指示する。 

授業時間外学習 別途、指導教員から指示する。 

使用言語 別途、指導教員から指示する。 

その他  
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